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選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生息環境 
 
 
現　　状 

クリチャササグモ 
1980年代初頭から急激に減少した種。1999年８月現在，県内では

一桁の確認数。 

 

 

大分市，臼杵市，佐伯市，米水津村 

 

 

本州，九州 

 

 

草原の草間，林縁の樹枝間を徘徊して昆虫などを捕食。 

 

 

減少が著しい。大分市東部坂ノ市地域ではほとんど目撃できなくなっ

た。 

新蛛亜目 
METATHELAE 
ササグモ科 
Oxyopidae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

準  
掲載なし 

Oxyopes badius Yaginuma

選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生息環境 
 
 
現　　状 

カマスグモ 
アシダカグモ科の緑灰褐色の腹部背面に，黄色の矢筈班をもつクモで

大型，美麗な個体であるが，1980頃から，県下での目撃はきわめて

減少した。 

 

ほぼ全域 

 

 

本州近畿以南，四国，九州，南西諸島 

 

 

山地の樹枝・葉上，草地のイネ科草本葉上を徘徊。 

 

 

極端に個体数が減った1985年ごろ以来，個体数の復元が認められな

い。 

新蛛亜目 
METATHELAE 
アシダカグモ科 
Heteropodidae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

 

準 
掲載なし 

Thelcticopis severa (L.Koch)

選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生息環境 
 
 
現　　状 

ヒトエグモの１種 
 

 

 

 

国東半島，玖珠ドリーネ地帯，津江山系，久住火山群，祖母傾山系，

宗太郎峠 

 

九州(大分) 

 

 

屋内性屋根伏せ板の下とか，森林の岩の下，落葉堆積部周辺，冬木に

はイチイガシの樹皮下でも希に目撃。 

 

個体数急減，大分市松原緑地などでわずかに確認できるのみ。1999

年８月以来目撃例がない。 

新蛛亜目 
METATHELAE 
ヒトエグモ科 
Platoridae

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

情報不足 
掲載なし 

Plator  sp.

 




